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桓
武
天
皇
の
遺
命
‐
平
城
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
、
わ
が
国

の
家
々
に
残
る
伝
承
薬
を
探
索
し
、
ま
と
め
ら
れ
た
『
大
同
類

聚
方
」
は
、
平
城
天
皇
の
大
同
三
年
（
八
○
八
）
五
月
三
日
に

上
奏
さ
れ
て
い
る
。

『
大
同
類
聚
方
』
の
撰
集
は
、
桓
武
天
皇
が
延
暦
十
八
年
（
七

九
九
）
十
二
月
二
十
九
日
に
、
氏
族
の
出
自
を
明
確
に
す
る
た

め
に
本
系
帳
を
提
出
さ
せ
た
勅
（
新
撰
姓
氏
録
編
纂
の
始
ま
り
）

と
摸
を
一
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
『
大
同
類
聚
方
」
の
薬
方
に
は
、
薬
方
の
出
自
が

明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
国
・
郡
の
地
名
（
里
が
少
し
み
え
る

が
郷
は
な
い
）
、
人
名
、
神
社
名
、
神
の
名
、
症
状
、
薬
物
名
、

分
量
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
記
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
と
の
関

係
で
薬
方
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ま
と
め
ら
れ
た
『
大
同
類
聚
方
」

媚
「
大
同
医
式
」
に
つ
い
て
（
二
）
後
藤
志
朗
平
塚
市

で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
運
用
に
あ
た
り
細
則
を
記
し
た
法
律
・

式
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
実
務
規
定
を
記
し
た
細
則
が
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
「
大
同
医
式
」
で
あ
る
。

前
回
は
、
そ
の
「
大
同
医
式
」
が
、
ど
う
ゆ
う
形
で
残
っ
て

い
る
の
か
を
主
体
に
報
告
し
た
。

例
え
ば
、
歴
史
書
中
で
は
岩
垣
松
苗
の
『
国
史
略
」
に
、
医

耆
中
で
は
緒
方
惟
勝
の
「
杏
林
内
省
録
」
二
杏
林
叢
耆
」
中
）

に
、
「
大
同
医
式
」
の
略
記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全

文
が
記
載
さ
れ
た
「
大
同
医
式
」
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
全
文
が
記
載
さ
れ
た
「
大
同
医
式
」
・
国
文
学
研

究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
コ
ピ
ー
（
原

資
料
は
、
多
和
文
庫
が
所
蔵
）
を
示
し
て
報
告
し
た
。

現
存
す
る
医
に
関
す
る
法
律
と
し
て
は
、
「
大
同
医
式
」
以
前

で
は
天
平
勝
宝
九
年
（
七
五
七
）
に
施
行
さ
れ
た
『
養
老
令
」

中
に
「
医
疾
令
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
医
療
関
係
の
職
員
の

任
用
や
考
課
、
諸
学
生
の
教
育
や
課
試
、
薬
園
の
運
営
、
採
薬

や
治
療
な
ど
、
官
の
医
薬
全
般
に
わ
た
る
諸
規
定
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
中
心
は
医
師
の
養
成
で
あ
る
。

「
大
同
医
式
」
以
後
で
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
撰
進
さ
れ
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た
『
延
喜
式
」
の
「
典
薬
寮
式
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
供
御

薬
儀
、
薬
方
の
調
製
と
数
量
、
諸
国
が
朝
貢
す
る
薬
物
の
種
類

と
数
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
式
の
大
半
は
数
量
の
規
定

で
あ
る
。

「
大
同
医
式
」
は
、
『
大
同
類
聚
方
」
に
関
与
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
「
大
同
類
聚
方
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
薬
方
の

分
量
を
守
る
こ
と
、
天
皇
が
病
の
時
に
医
官
の
取
る
べ
き
態
度
、

医
官
の
自
己
管
理
な
ど
、
官
に
仕
え
る
医
師
の
あ
る
べ
き
姿
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

官
医
の
あ
る
べ
き
姿
を
述
べ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
「
大
同

医
式
」
に
し
か
見
出
す
事
が
で
き
な
い
。

古
代
の
官
に
仕
え
る
医
師
や
薬
方
の
扱
い
方
を
考
え
る
上
で
、

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

『
国
耆
総
目
録
」
に
載
る
「
大
同
医
式
」
と
、
佐
藤
方
定
が
発

見
し
、
彼
自
身
が
「
勅
撰
真
本
」
と
認
め
た
一
大
同
類
聚
方

〈
寮
本
別
名
延
喜
本
二
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
医
式
」
の

間
に
は
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

「
大
同
医
式
」
で
は
、
日
付
・
医
式
を
奉
り
行
っ
た
人
名
が
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
佐
藤
方
定
が
発
見
し
た
「
医
式
」
に
は
、

大
同
三
年
五
月
三
日
の
日
付
・
典
薬
頭
と
し
て
安
倍
の
真
貞

（
ま
た
だ
。
真
直
）
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
異
同
の
比
較
か
ら
、
佐
藤
方
定
が
発
見
し
た
「
医

式
」
の
方
が
、
よ
り
正
し
い
も
の
で
あ
る
事
を
報
告
す
る
。

尚
、
「
大
同
医
式
」
は
、
「
国
書
総
目
録
」
に
よ
る
と
、
国
会

図
書
館
・
東
京
大
学
の
南
葵
文
庫
・
静
嘉
堂
文
庫
・
京
都
大
学

の
富
士
川
文
庫
・
無
窮
会
の
神
習
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
大
同
医
式
」
を
注
解
し
た
未
定
稿
本
の
『
大
同
医
式

解
」
が
、
東
北
大
学
の
狩
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。


